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５月１８日（日）、令和７年度（第２３回）楠中学校運動会が「一致団結～この瞬間を胸に～」のスロ

ーガンのもと、盛大に開催されました。 

このすてきなスローガンには「楠中生全員が一致団結して、自分たちの目標（総合優勝）に向けて、

一瞬一瞬、全力で取り組む」という思い、「自分たちのひたむきな姿を保護者や地域のみなさまに見て

いただくとともに一緒になってこの運動会を創りあげたい」という願いが込められていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

穐本運動会実行委員長を中心に、企画・準備・練習において、赤白２色が切磋琢磨しながら、競い

合い成長してきました。そして、運動会当日、競技において手を抜く楠中生は誰一人いませんでした。機

敏な動き、拍手による相手へのリスペクトには心打たれました。「一生懸命はかっこいい、すてき」を体感

し、「ひたむきで温もりのあるさわやかな運動会」を実現した君たちはすてきな大人へ向けて「一歩前

へ」前進しました。楠中生の「一生懸命さ」に感謝です。ありがとうございました。 
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  運動会が終わりました。新年度が始まって、２ヶ月が経とうとしています。これからの本格的な夏に向

かって気温もどんどん高くなってきます。学習内容もどんどん進んできます。梅雨時期は自分自身の

「やる気スイッチ」を入れるのがなかなか難しい時期です。今できることから逃げないで、現実と向き合

い、一つひとつのことを乗り越えてほしいと願っています。 

歌手高橋優さんの「明日はきっといい日になる」という曲を知っていますか。 

「明日はきっといい日になる いい日になる いい日になるでしょう」 

私は最近、不幸事が続き、気持ちが落ち込んでいたのですが、車やお風呂の一人だけの時間にこの

フレーズを歌っていました。不思議と少し元気な気持ちになるのです。誰にでも明日はやってきます。今

日苦しいことがあっても、辛いことがあっても、明日は必ずやってくるのです。「過去と他人を変えること

ができないけれど、未来と自分は変えることができる」そんな言葉が思い出されます。 

  楠中生には「プラス思考」であってほしいと思います。忘れ物をしても、嫌なことがあっても、それは明

日をよくするためのできごと、同じことを繰り返さないように、そこからスタートすればよいだけです。明日

をよくしていくにはどうすればよいか、それが今、自分に問われているのです。昨日より今日、今日より明

日をいい日にできるように繋げていきましょう。 

  やればできる！君たちならできる！ 

 

 

５月後半は行事が目白押しです。今日、明日は１学期中間テストが行われます。１年生にとっては中

学校生活初めての定期テスト、緊張しているのではないでしょうか。 

３年生は中間テストが終わった翌日、５月２８日（水）～３０日（金）に大阪・京都方面の修学旅行で

す。１・２年生は萩市で校外学習が行われます。楽しみですね。 

楠中生には各行事に一生懸命に取り組んでほしいと思います。一生懸命取り組んだ人は「自ら学ぶ

力」「豊かな人間性」「最後までやり抜くたくましさ」「ふるさとを愛する心」が身に付いていきます。また、

「準備する力」の大切さを知ることになります。 

「元気」と「勇気」を出して各行事にチャレンジしてください。やらずに後悔するのではなく、やっちまっ

て後悔するようにしましょう。一生懸命取り組んだ人にしか味わうことのできない感覚を、是非、感じてく

ださい。やればできる！君たちならできる！ 

 

 

４月に楠中生に呼びかけた「変心ノート」ですが、３名の楠中生が校長室に持ってきました。１人目は

２年生の縄田夏帆さん、２人目は３年生の神原遥真さん、３人目は２年生の植杉紗矢さんです。それぞ

れがすてきな「変心ノート」に仕上げています。家庭学習を習慣化させるために、是非「変心ノート」を

活用してください。 

令和７年度中に「全校で３００冊以上の提出」「楠中生全員が１冊は校長室へ提出」、校長が勝手に

掲げている目標です。 

やればできる！君たちならできる！ 


